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対象と方法

　被験者は、2015 本学特定研究の多摩ニュータ

ウン森林浴臨床研究に応募した健常ボランティア

である。健常ボランティアは、平均年齢 20 歳の

男性 12 名である。森林浴の測定は、2014 年 8 月

中、東京都多摩市の落合、豊ヶ丘地区の一本杉

公園における森林浴を午前 10 時から午後 12 時

までの 2 時間行った。気象測定は、携帯用気象

計 Kestrel,3000(Nielsen-Kellerman 社 , USA) を

用いた。森林浴の気象条件は、天候晴れ、気温

29.5℃、湿度 55％、気圧 998.6 hPa、西南の風 0 

m/sec から 1.2 m/sec であった。一方、コントロー

ルとして、森林浴実施日から 7 日後、森林浴と同

一時間室内環境での非森林浴を行った。非森林浴

は、フィトンチッドの影響を受けない室内条件下

で実施し、森林浴測定と同一被験者の 8 名であっ

た。非森林浴環境は、気温 28℃、湿度 51％、気

圧は 993.6 hPa であった。なお、本研究は、東京

医療学院大学研究倫理委員会の承認を受け実施し

た（承認番号 14-01H）。本研究は、ヘルシンキ宣

言に則り森林浴及び非森林浴においては調査前に

被験者全員に対し本研究の目的及び方法を説明

し、すべての被験者から文書によるインフォーム

ド・コンセントの手続きを完了している。森林浴

および非森林浴前後の測定項目は、大気中フィ

トンチッド濃度、自律神経ストレス耐性、血圧、

心拍数、血漿アドレナリン、および血漿コルチ

ゾールである。大気中のフィトンチッド濃度の測

定は、テナックス管（Tenax,TA, Perkin Elmer, 

Inc.）に試料大気を約 100 mL/min で森林浴およ

び非森林浴中の 2 時間合計 13.2 L を連続通気さ

せ、テルペンを吸着捕集し、捕集した試料大気

を加熱脱離—ガスクロマトグラフィー質量分析

法（Turbomatrix ATD-PerkinElmer Clarus 500, 

Perkin Elmer, Inc.）を用いてそれぞれのフィト

ンチッド濃度を分析した。自律神経検査は、心拍

変動解析を測定した（図 1）。被験者は、30 分間

の安静後、自動血圧計を用いた血圧および心拍数

の測定を行い、共著者の医師ならびに研究協力者

の臨床検査技師による採血を行った。採血後、得

られた血液検体は、ただちに遠心分離後、-80℃

に凍結保存した。データは、平均値±標準偏差で

示し、森林浴および非森林浴前後のデータの平均

値の差の検定は、ｔ−検定を用い、市販のプリズ

ム・バージョン 6・マッキントッシュ版の統計ソ

フトで解析した。

結果

１）フィトンチッド濃度の変化
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　図 2 は、森林浴前後におけるフィトンチッド濃

度の変化について示したものである。森林浴前後

におけるフィトンチッド濃度は、3 種類検出され

その濃度の平均値は、αピネン 0.31 μg/m3、βピ

ネン 0.06 μg/m3 およびリモネン 0.33 μg/m3（いず

れも 20℃ ,1 気圧）であった。一方、非森林浴前

後の室内環境からフィトンチッドはいずれも検出

されなかった。

２）自律神経検査・心拍変動解析の変化

　図 3 は、森林浴前後における心拍変動解析の変

化について自律神経バランスの改善が見られた男

性の典型例を示した。自律神経バランスの評価を

回復力、切替力、バランス、活動の大きさおよび

反応力の 5 段階に評価し、図中グレーゾーンで示

す正五角形の範囲を正常と評価している。図中上

段に示す男性例の森林浴前後で正常域へと近似す

る変化が 12 例中 10 例に見られている。一方、図

中下段に示す男性例の非森林浴前後では正常域へ

近似する変化が見られなかった。
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　図 4 は、森林浴ならびに非森林浴前後における

心拍数の変化について示したものである。森林浴

前後における男性の心拍数は、82.5 ± 18 bpm か

ら 75.0 ± 12 bpm と有意に低下した。一方、非

森林浴前後における男性の心拍数は、83 ± 16 

bpm から 80 ± 12 bpm と有意差を認めなかった。
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　図 5 は、森林浴ならびに非森林浴前後におけ

る収縮期血圧の変化について示したものである。

森林浴前後における男性の収縮期血圧は、133.2

± 11.8 mmHg から 125.3 ± 11.9 mmHg と有意に

低下した。一方、非森林浴前後における男性の

収縮期血圧は、130.0 ± 8 mmHg から 130.0 ± 6 

mmHg と不変であった。

　図 6 は、森林浴ならびに非森林浴前後における

拡張期血圧の変化について示したものである。森

林浴前後における男性の拡張期血圧は、85.7 ± 5.3 

mmHg から 82 ± 6.1 mmHg と有意に低下した。

一方、非森林浴前後における男性の拡張期血圧は、

85±5 mmHgから83±4 mmHgと不変であった。
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　図 7 は、森林浴ならびに非森林浴前後における

血漿アドレナリン濃度の変化について示したもの

である。森林浴前後における男性の血漿アドレナ

リン濃度は、69.6 ± 41 pg/mL から 52.3 ± 32.9 

pg/mL と有意に低下した。一方、非森林浴前後

における男性のアドレナリンは、75.6 ± 45 pg/

mL から 76.1 ± 44.7 pg/mL と不変であった。
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　図 8 は、森林浴ならびに非森林浴前後における

コルチゾールの変化について示したものである。

森林浴前後における男性の血漿コルチゾール濃度

は、17.1 ± 4.9 μg/mL から 10 ± 3.7μg/mL と有意

に低下した。一方、非森林浴前後における男性の

コルチゾールは、16 ± 5 μg/mL から 16 ± 5 μg/

mL と不変であった。森林浴前後および非森林浴

前後のオキシトシンは、全例 3.0 μg/mL 未満の基

準値以下の値であった。
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考察

　多摩ニュータウンは、東京都稲城市、町田市、

八王子市および町田市にまたがる多摩丘陵に計画

開発された日本最大級のニュータウンである。本

研究は、男性を対象にして多摩ニュータウンにお

ける森林浴前後および非森林浴前後の森林のみど

りとフィトンチッドが生体に及ぼす生理学的影響

について検討した。第一に、2 時間の森林浴から

αピネン 0.31 μg/m3、βピネン 0.06 μg/m3 および

リモネン 0.33 μg/m3（いずれも 20℃ ,1 気圧）の 3

種類のテルペン由来のフィトンチッドが検出され

た。一方、非森林浴前後の室内環境からフィトン

チッドはいずれも検出されなかった。今回測定さ

れたフィトンチッドは、昨年の森林浴研究測定地

点から南方へ 600m から 1200m 離れた地点での

結果である。多摩市落合・豊ヶ丘地区は、多摩市
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内 22 地区中の森林みどりの現有保有率 (8) が高率

である。したがって本研究測定地点周辺の多摩市

落合・豊ヶ丘地区の大気は清浄である可能性が示

唆された。

　第二に指摘すべき点は、森林浴前後における心

拍変動解析の変化について、自律神経バランスの

改善が見られたことである。この傾向は、非森林

浴前後では見られなかった。本研究で用いた心拍

変動解析の変化から自律神経バランス能力の評価

の検討について、自律神経機能異常を伴い慢性的

な疲労を訴える患者に対する客観的な疲労診断法

の確立と慢性疲労診断指針の作成について検討し

た報告が見られる（3）。被験者数を増やしながら

森林浴前後の自律神経バランスの検討を今後の課

題としたい。

　第三に、森林浴前後の血圧、心拍数およびアド

レナリンおよびコルチゾールは、男性 12 名で

有意に低下を認めた。森林浴は、フィトンチッド

や森林環境が生体五感に影響を及ぼしリラックス

効果をもたらすことが指摘されている。今回検討

した多摩ニュータウンにおける森林浴は、中高年

男性および女性を対象とした森林浴研究（6）と

同様、森林のみどりやフィトンチッドが男性の心

身リラックス効果に影響を及ぼす可能性が示唆さ

れた。
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田中由里菜、保夏樹、松崎楓栞：利き足・非利き足が片脚立位に与える影響（金子誠喜）

酒 井 結 理：分岐鎖アミノ酸含有飲料摂取が疲労感に及ぼす影響について－高強度定常負荷運動におい

　　　　　　て－（山口育子）

南條萌子、平田諒、松下理：荷物の持ち方による歩行効率の検討－平地歩行と傾斜歩行での違い－（山口育子）

本 間 菜 緒：好みの音楽が運動中の身体に与える影響について（山口育子）

皆 嶋 　 崇：τ on・τ off と筋量の関係－新たなτの予測因子の検討－（山口育子）

岡 部 祐 太：健常若年群における鼻指鼻試験ならびに足指手指試験の客観的な測定値の検討－情報量の

　　　　　　エントロピーを用いて－（小島基永）

河住さくら：健常者における足指手指試験ならびに鼻指鼻試験の客観的な測定値の検討－情報量のエント

　　　　　　ロピーを用いて－（小島基永）

工藤貴彦、加藤沙紀：地域在住高齢者の転倒は Social Network と関連するか（小島基永）
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東 野 大 輔：上下肢の利き側と非利き側の協調性の比較－3 軸加速度計によるエントロピーを用いて－（小島基永）

藤本汐美、増田健太、森田千裕、山本真光：地域在住高齢者の主観的健康感と転倒不安感の関連の検討（小島基永）

井上里奈：エストロゲンによる骨強度の影響に関する研究（佐久間康夫、中根亮）

鈴木友理香、宮本凌：足趾把持筋力と足部機能の関連（鈴木輝美）

増田梨桜：腎臓による体液の調節について（加藤昌克、中根亮）
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－ 47 －

高瀬嗣久、増田彩里、篠田美幸、新井田成美、佐藤明日矢：超音波エコー輝度を用いた筋内脂肪浸潤と呼

　　　　　　吸循環機能の関係－虚血性心疾患の疾病構造特性－（内田学）

中江健人、中村匡邦、伊東麻衣、黒坂萌菜：認知機能低下と呼吸機能低下－身体機能、栄養状態を含めた

　　　　　　因子の検討－（内田学）

真鍋祐汰、松永美里、小林謙介、根本卓、宇佐美太一：嚥下筋の協調性に着目した機能評価－誤嚥を呈す

　　　　　　る患者の相対的喉頭位置と嚥下筋の筋電図学的解析－（内田学）

辻 澤 紀 子：医療系大学生のストレス調査（中島香澄）

町 田 晴 香：過去のいじめ経験と身体症状に関する研究（中島香澄）

山 岸 功 明：ダイナミックストレッチング時の関節運動速度の違いによる柔軟性への影響について（羽田圭宏）

島田岳志、福田雄大：多摩市の高齢者に対する散歩道の提案－外出の頻度の向上を目的とする－（吉井智晴）

野尻啓一郎：理学療法学生と文系大学生における高齢者観に関する比較（吉井智晴）

作業療法学専攻

飯 塚 千 晶：脳機能から見る自閉症児における心の理論と作業療法（三浦香織）

木 全 有 香：うつにより回復意欲の低下した高齢者に対する作業療法士の介入方法に関する文献研究（上原栄一郎）

國 武 昭 裕：車椅子ビリヤード競技者のための補助具の開発（武田淳史）

福 本 和 宏：車椅子利用者の実態とバリアフリー設備の実用性について（浅沼辰志）

松 岡 紗 来：高齢者・障害者に対する風船バレーボールの必要性と改善点（幸福秀和）
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2015 年度教員年次報告会

　本学教員による研究報告会を 2016 年 3 月 28 日に行いました。以下は演者・演題一覧です。

近藤　照彦　　多摩ニュータウン森林浴がスポーツ競技選手の心身リラックス効果に及ぼす影響の検討

河野　洋志	 研究者としての自己紹介

宮地　　司　　Closed Kinetic Chain における単関節筋と二関節筋の筋出力特性

鴨下　　博　　体性感覚誘発電位早期成分の随意運動による振幅抑制の解析

杉本　　諭　　要介護者の歩行自立度の違いに関わる要因の検討

鈴木　輝美　　歩行練習と脳機能訓練の併用による転倒の減少と認知機能の改善について

山口　育子　　慢性心不全に対する人工炭酸泉治療の取り組み

羽田　圭宏　　ハンドボール選手の身体特性と競技パフォーマンス能力と傷 ( 障 ) 害発生に関しての調査

幸福　秀和　　特別支援学校（肢体不自由）自立活動外部専門家の活動について

三浦　香織　　虐待を受けた子どもへの感覚統合アプローチの実践的研究

上原栄一郎　　「精神科デイケア適応質問紙」の妥当性と信頼性

木村奈緒子　　回復期リハビリテーション病棟退院後に作業遂行の自己認識が低下する要因

浅沼　辰志　　担任として 1年間のクラス運営の報告

中島　香澄　　医療で働く心理士のワーク・エンゲイジメントの検討

中根　　亮　　ラットGnRHニューロンにおけるNa電流の解析

吉本　正美　　スズキ型硬骨魚類の終脳における臓性感覚の分布	
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印刷：東陽企画印刷株式会社

編 集 後 記

　一期生を送る卒業式が 3 月 14 日パルテノン多摩の小ホールで行われた。1 年次、2 年次に生理学を教え

た学生である。彼らが行った 31 題の卒業研究の一覧を掲載した。また、最初の 4 論文は卒業研究を発展

させたものである。彼らの巣立っていく姿を見ていると数十年前の若き日を思い出す。学生時代に出会っ

た多くは一生残るものである。人との出会い、学問との出会い、本との出会い。それらが心の中に残って

いる。例えば、私は若いころに芥川龍之介に出会った。今もいくつかの文章をそらんじることができる。

「僕は今最も不幸な幸福のなかに暮らしている」という心境で書いたであろう著者最晩年の『或阿呆の一生』

もその一つである。とくに「誰よりも理想に燃えあがった君は / 誰よりも現実を知っていた君だ」は、お

りにふれ思い出される文章である。大学生活で本学卒業生の一人ひとりが多くのものを得たに違いない。

それらを大切にしてもらいたい。君たちは東京医療学院大学というもう一つのふるさとを得た。この先、

一期生の君たちがどのように育っていくのか、大いに楽しみである。

2016 年 3 月吉日　加藤昌克　

図書紀要委員会

　加藤昌克（図書館長、紀要編集長）、吉本正美、近藤照彦、鈴木輝美、三浦香織、羽田圭宏、岩田萌

紀要論文査読者

内田達二、加藤昌克、金子誠喜、小島基永、杉本諭、鈴木輝美、武田淳史、中島香澄、渡邉雅幸

東京医療学院大学図書紀要委員会

〒206-0033　東 京 都 多 摩 市 落 合 4 -1 1

☎ 042-373-8118　FAX : 042-373-8111

URL: http://www.u-ths.ac.jp/
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東京医療学院大学紀要投稿規定

本誌には次のものを掲載する。
原著、総説、その他編集委員会が依頼あるいは認めたもの。
投稿者は原則として本学教職員とする。なお、実験動物を使った研究、臨床研究およびボランティアを使った研
究は、本学あるいは各専門分野で定められた実験指針及び基準を満たし、本学研究倫理委員会で承認された
ものでなければならない。

原著・総説
原稿は 15000 字以内、図・表・写真は 10 枚以内とする。本文は和文とし、英文抄録を付す。和文は MS 明朝、
英文は Times New Romanを使用する。原稿はワード、図・表・写真はパワーポイント、エクセル等で作成する。
図・表・写真は原則として白黒とする。単位は原則として国際単位系（SI）を用いる。表題（和）は 16 ポイント、
表題（英）は 14 ポイント、それ以外は 10.5 ポイント。

自然科学系の原著論文の構成
１）表紙、抄録（和文 500 字、英文 300ワード以内）、Key words (5 個以内 )、 緒言、材料と方法、結果、考察、
　 文献、図・表・写真の説明、図・表・写真。英略語を使用する場合は初出箇所で full spellと和訳を記す。
　 さらに略語一覧を1 ページ目脚注として記載する（略語、full spell、和訳）。
２）表紙：表題・著者名・所属（和文）、表題・著者名・所属（英文）、連絡先。
３）文献
　 アルファベット順（和英とも）、一連の番号をつけて、本文中での引用は、次のように番号で示す。
　 　…………（1）。　　……………（2, 5, 9）……………。　……………（5－10）
　 著者名は全員を記載。
　 雑誌名は省略せずフルスペルで。
　 １）著者名 1、著者名 2（発行年）タイトル。雑誌名 巻：始頁－終頁。
　 ２）著者名 1、著者名 2（発行年）タイトル。単行本名。出版社名、都市名 pp 始頁－終頁。
文献の記載例
１）吉田久庵 (1890) 線状揉みについて．吉田流あん摩塾紀要 1: 1-10．
２）oshida K (2005) Higher incidence of falls in long-term survivors than in control populations. Stroke 
　 33: 500-505.
３）Yoshida K (2006) Yoshida-ryu Anma-jutsu. Edo shuppan, Tokyo, pp 25-30.

社会科学・人文科学系の論文
論文の構成は、材料と方法・結果・考察の構成をとる必要はなく、各学問分野の形式を踏襲する。その他は上
記の自然科学系に従う。

原稿は東京医療学院大学紀要編集委員会（図書紀要編集委員会内）に提出する。
投稿論文は委員会の指定した審査員が査読し、その結果を踏まえて紀要編集委員会が採否を決定する。

東京医療学院大学紀要編集委員会（図書紀要委員会内）（2012 年 6 月5日、2013 年 3 月改定）




